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第１章 実施計画策定の考え方 

 

１ 計画の目的および性格 

 

２ 計画事業 

 

３ 計画の期間 

 

４ 財政収支の推計 

 

５ 計画の体系 
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１ 計画の目的および性格 

この実施計画は、江戸川区基本計画（後期）『えどがわ１０年プラン 共育 協働 安心への道』で示された

１０か年の計画の着実な推進を目的とし、計画期間における毎年度の予算編成等の区政運営の指針となるも

のです。 

  
＜実施計画の位置づけ＞ 

 

 

 

   

 

 

   

   

   

 

 
 
２ 計画事業 

この計画では、基本計画の実現を図る主要事業に新たに開始又は拡充する事業を加えて、計画事業化を

しました。 

維持管理及び内部管理的事業、法令等で事業の内容が細目にわたって定められている事業及び臨時的

事業については、計画事業の対象外としました。 

計画事業数は、３６７事業です。 

 

３ 計画の期間  

平成２４年度から平成２６年度までの３か年とします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策定からの２０年間に、区民と区がともにめざすべき江戸川区の将来

都市像及び基本目標を明らかにするとともに、これを実現するための基

本的な考え方及び施策を示します。 

基本構想を実現するために、１０か年で行う施策及び事業を体系化・計

画化するとともに、その進め方を示します。 

････

････

････
基本計画を現実の行政の中でどのように実現していくかを明らかにする

３か年計画です。 

基本構想 

基本計画 

実施計画 
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４ 財政収支の推計 

この計画を実現していくためには、的確な財政見通しが不可欠となります。推計にあたっては、平

成２４年度の予算額を基本に、過去の事業規模の推移、今後の計画等を考慮しました。 

〔歳 入〕 

① 特別区税は、過去の実績及び税制改正等を考慮して算定しました。 
② 財政調整交付金は、３か年同水準としました。 

 ③ 国・都支出金は、対象事業の計画や推移等を参考に算定しました。 
 ④ 特別区債は、通常起債額に学校改築経費に合わせた起債額を加えて算定しました。 
 ⑤ その他については、過去の実績等を基礎に算定しました。 

〔歳 出〕 

 ① 人件費は、退職者の見込数等を基に算定しました。 
 ② 扶助費は、過去の実績等を基に算定しました。 
 ③ 公債費は、今後の償還計画に基づき算定しました。 
 ④ 一般行政経費等(物件費、維持補修費、補助費等)は、過去の実績等を基に算定しました。 
 ⑤ 投資的経費は、都市基盤整備事業を中心に今後の計画を考慮して算定しました。 
 
３か年の財政収支の推計 

金　額 構　成 金　額 構　成 増減率 金　額 構　成 増減率 金　額 構　成

218,938 100.0 223,640 100.0 2.1 220,834 100.0 △1.3 663,412 100.0

特別区税 46,134 21.1 44,804 20.0 △2.9 43,011 19.5 △4.0 133,949 20.2

財政調整交付金 77,500 35.4 77,500 34.7 0.0 77,500 35.1 0.0 232,500 35.0

国・都支出金 55,571 25.4 56,377 25.2 1.5 56,749 25.7 0.7 168,697 25.4

特別区債 2,820 1.3 3,200 1.4 13.5 2,920 1.3 △8.8 8,940 1.3

その他 36,913 16.8 41,759 18.7 13.1 40,654 18.4 △2.6 119,326 18.1

人件費 37,465 17.1 37,651 16.8 0.5 36,906 16.7 △2.0 112,022 16.9

扶助費 79,092 36.1 80,459 36.0 1.7 82,345 37.3 2.3 241,896 36.5

公債費 2,230 1.0 2,482 1.1 11.3 2,622 1.2 5.6 7,334 1.1

一般行政経費等 78,716 36.0 79,643 35.6 1.2 80,553 36.5 1.1 238,912 36.0

投資的経費 21,435 9.8 23,405 10.5 9.2 18,408 8.3 △21.4 63,248 9.5

総　　　　額

歳
　
　
入

歳
　
　
出

(単位：百万円・％)

区　　　　　分
２４年度 ２５年度 ２６年度 合　計
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５ 計画の体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家庭教育の充実 

子どもの手本となる親であるために 

 
地域での次代を担う人づくり（地域教育の充実）

地域教育の環境づくり 

青少年の地域社会の一員としての 

自覚づくり 

 

多様な保育サービスの提供 

人間性の基礎を培う家庭的保育の推進 

社会性の基礎を培う集団的保育の推進 

 

 

２１世紀にふさわしい学校教育の推進 

子どもたちのための学校環境の整備 

「生きる力」を育む教育の実践 

特別支援教育の充実 

開かれた学校づくり 

人生を豊かにする生涯学習 

時代にふさわしい生涯学習機会の提供 

生涯学習の裾野を広げるしくみづくりと 

学習成果の活用 

 

江戸川区の良さを活かした 

ボランティア活動とコミュニティ活動

ボランティア立区の推進 

時代にふさわしいコミュニティの形成 

 
創造性豊かな江戸川文化 

「江戸川文化」の創造 

 

男女共同参画社会の推進 

性別に関係しない機会平等の社会づくり 

 
世界の人々との交流と共生 

「地球人」の意識づくり 

世界からの人々が共生する 

地域社会の構築 

世界平和のためのまちづくり 

 
安心できる消費生活 

安心できる消費生活への支援 

参加型消費者の支援 

未来を担う人づくり 学びと協働による区民文化づくり 

生きる喜びを実感できる都市
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〔１〕区民の健康づくりのために 

 

生活習慣病と健康 

区民の生命と健康を 

守るためのしくみづくり 

がん予防対策の推進 

 
心の健康づくり 

心を元気にするためのしくみづくり 

 
生涯スポーツの推進 

健康スポーツ都市・江戸川の形成 

 
感染症と健康危機への対応 

感染症対策などの充実 

 

食と住の安全性 

健康食住の推進 

 

〔２〕高齢の人々・障害のある人々のために 

 

高齢の人々の生きがいと健康 

「生涯現役」の環境づくり 

高齢の人々の健康づくり 

 
高齢の人々の生活支援 

高齢の人々が安心できる生活支援 

介護サービスの充実 

 
障害のある人々の生活支援 

障害に関する生活支援 

精神障害のある人々の社会復帰への支援 

発達障害者（児）へのライフステージに 

応じた支援 

福祉のまちづくり 

ユニバーサルデザインの促進 
心のバリアフリーと福祉ネットワークづくり 

 

いきいきとした生活のための健康・福祉の社会づくり 
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環境啓発・環境教育 

     環境にやさしいエコタウンづくり 

 
資源循環（ごみの減量と資源リサイクル） 

ライフスタイルの見直しによる 

ごみの大幅な減量化 

資源リサイクルの拡充 

 
自然との共生・ふれあい 

水と緑でネットワークする 

「いのちのオアシス」づくり 

自然とのふれあいの拡大 

 
都市環境問題・有害化学物質への対応 

生活環境の改善・保全と 

新たな環境汚染問題への対応 

 

 
 

ものづくり産業の活性化 

自立型中小企業の支援 

 

商業・生活サービス業の活性化 

新しい商店街への経営革新 

 

起業家の育成 

情報産業などの起業・育成支援 

 

都市農業の継承 

特色ある都市農業の展開 

 

伝統的地場産業の継承、発展 

江戸川文化としての伝統的地場産業の振興 

 

次代の産業を担う人材の育成 

次代を担う人材育成の支援 

 

新たなパートナーシップの確立 

産業界の主体性を重視した行政システム 

 

働く意欲あふれる環境づくり 

多様な就業の場の確保と支援 

 

 

区民参加による環境づくり 活力を創造する産業づくり 
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都市基盤の充実・質の向上 

土地利用と市街地整備の方針 

木造密集市街地の改善 

良好な市街地環境の創出 

大規模公園予定地の整備 

地域生活圏と中心核の整備 

 
利便性の高い道路、交通、情報ネットワークの整備 

道路ネットワークの形成 

鉄道の整備 

楽しく快適に移動できる交通 

情報通信ネットワーク化の推進 

 
地域の魅力を高めるまちづくり 

水と緑にあふれる都市環境の充実 

美しい都市景観づくり 

住みよく永住できる居住環境づくり 

歩いて楽しめる個性あるまち 

安心して生活できるまちづくり 

 
安全で災害に強いまちづくり 

防災まちづくり 

防災体制の充実 

みんなで守るまちづくり 

区民の暮らしを力づよく支えるまちづくり


